
『令和８年度全国街なか再生・能登半島地震

復興まちづくり支援助成金』 助成事業の発表 

■選考経過 

 本助成金につきましては、２月１日から３月３１日まで募集を行ったところ、全国より 

１０件のご応募をいただきました。 

 応募いただいた事業を確認し、選考委員会による厳正なる審査を行った結果、以下

の７事業に対して助成を行うことを決定いたしました。 

 

■令和８年度 助成事業一覧 

事業名 団体名 市区町村 

静岡県富士市吉原商店街周辺地区の防災建築

街区における地権者の意思決定サポート事業 
富士山まちづくり株式会社 

静岡県 

富士市 

善通寺駅周辺地区エリアマネジメント事業 
特定非営利活動法人 

善力よろず隊 

香川県 

善通寺市 

那加エリア「みんなの倉庫」事業 
株式会社 OUR FAVORITE 

CAPITAL 

岐阜県 

各務原市 

中心市街地の面的なまちづくりに関する他都市

事例の勉強会 

熊本城前地区まちづくり 

協議会 

熊本県 

熊本市 

新見駅周辺にぎわい再生事業 
新見駅周辺 

みらいプロジェクト  

岡山県 

新見市 

能登復興ビジョン国際研究プロジェクト 
特定非営利活動法人 

ＲＩＳＥ 

石川県 

輪島市 

田鶴浜地区復興公営住宅整備を契機としたコミ

ュニティ再生事業 
たつるはま未来会議 

石川県 

七尾市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

 
 

 
 

都 道 府 県 静 岡 県 市区町村 富 士 市 

団 体 名 富士山まちづくり株式会社 

事 業 名 称 
静岡県富士市吉原商店街周辺地区の防災建築街区における地権者の意思決

定サポート事業 

事業概要： 

防災建築街区の更新を地権者の意思決定プロセスに着目して推進し、地権者の状況把握と意

思決定基盤の整理、更新に向けたロードマップのパターン整理、運営・管理主体の将来像整

理、中長期活用モデルの構想化、将来像共有会議を行うもの。 

選考理由： 

防災建築街区をどうするかは各都市の中心市街地の大きな課題で、取り組みは街なか再生の

面から意義が高い。行政が果たすべき役割との分担を念頭においたうえで、他地区のモデルと

なるような取り組みが期待され、街なか再生助成制度の趣旨に合致している。 

都 道 府 県 香 川 県 市区町村 善 通 寺 市 

団 体 名 特定非営利活動法人善力よろず隊 

事 業 名 称 善通寺駅周辺地区エリアマネジメント事業 

事業概要： 

駅前街区の空き地・老朽建物等が多いエリアの地権者の把握と調査、個別ヒアリング、シンポジ

ウム・ワークショップによる「未来ビジョン」 の更新・公開サイトの構築などを行うもの。 

選考理由： 

事業検討の初期段階における合意形成への取り組みについて、行政との連携と具体の事業化

に向け検討を進めていくことが期待され、街なか再生助成制度の趣旨に合致している。 

都 道 府 県 岐 阜 県 市区町村 各 務 原 市 

団 体 名 株式会社 OUR FAVORITE CAPITAL 

事 業 名 称 那加エリア「みんなの倉庫」事業 

事業概要： 

那加公園エリアにある空き倉庫を DIY でリノベーションし「みんなの倉庫」として整備し、資材や

工具が自由に使える場所として開放し、出店を後押しする“まちの制作拠点”として DIY を通して

まちに関わる人が日常的に行き来する場とし、まちづくり活動に参画する人を増やすことに繋げ

るもの。 

選考理由： 

令和６年度助成事業のまちづくりビジョンマップ製作からのステップアップとして、街なか再生の

活動拠点としてＤＩＹ作成場所というアイデアは面白く、街なか再生助成制度の趣旨に合致してい

る。 

■助成対象事業の概要と推薦理由 



都 道 府 県 熊 本 県 市区町村 熊 本 市 

団 体 名 熊本城前地区まちづくり協議会 

事 業 名 称 中心市街地の面的なまちづくりに関する他都市事例の勉強会 

事業概要： 

地区の課題や目指す将来像と親和性の高い、他都市のまちづくり取組みに係る実務担当者を

講師に招き、取組みのきっかけ・内容・実績に加え、取組みを進める中での苦労や現在の課題、

今後の展望等を伺うもの。 

選考理由： 

地元企業の参加による街づくり活動が、本助成金が呼び水となって更に進む活動に期待するも

のであり、街なか再生助成制度の趣旨に合致している。 

 
 

都 道 府 県 岡 山 県 市区町村 新 見 市 

団 体 名 新見駅周辺みらいプロジェクト  

事 業 名 称 新見駅周辺にぎわい再生事業 

事業概要： 

新見駅南北の連携を想定した整備空間のあり方について、駅南側の遊休地を活用したマルシェ

などの社会実験における実施オペレーションや来街者等アンケートにより、プランニングの検討

材料を得て、新たな未来ビジョンの策定の手がかりを得るもの。 

選考理由： 

まちづくり組織が、行政との役割分担と協調により、民間組織の社会実験の企画提案について

進めるものであり、街なか再生助成制度の趣旨に合致している。 

 
 

都 道 府 県 石 川 県 市区町村 輪 島 市 

団 体 名 特定非営利活動法人 ＲＩＳＥ 

事 業 名 称 能登復興ビジョン国際研究プロジェクト 

事業概要： 

輪島市の復興デザインに係る街なか再生や空間レジリエンスをテーマに都市設計案を策定し、

輪島高校での GIS 探究学習に生かすもの。 

選考理由： 

地元高校生と共に復興デザインを学習するといった面が、復興まちづくり支援助成制度の趣旨

に合致している。 

 
  



都 道 府 県 石 川 県 市区町村 七 尾 市 

団 体 名 たつるはま未来会議 

事 業 名 称 田鶴浜地区復興公営住宅整備を契機としたコミュニティ再生事業 

事業概要： 

復興公営住宅整備を契機とする住民主体のコミュニティ形成モデルを構築するため、交流サロ

ンの定期的開催を地区コミュニティセンター等の活用による出張型で展開し、入居予定者・既存

住民へのニーズ調査を交流イベント等と連動して行うとともに、マイクロライブラリーの整備を運

営人材の育成と合わせて行い、震災による解体住宅建具の地域資源再活用として書架を制作

するもの。 

選考理由： 

地域社会の復興修復について公営住宅を題材に具体的に進めようとする取り組みに期待が持

たれ、復興まちづくり支援助成制度の趣旨に合致している。 

 
以 上 


